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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前面側に開口部を設けて洗濯水を溜める水槽と、前記水槽内に回転可能に配設され前面側
に開口部を設けた回転槽と、前記回転槽を駆動するモータと、前記水槽内の洗濯水を前記
回転槽へ循環させる循環経路と、前記水槽内の洗濯水を前記循環経路に送水するポンプと
、前記循環経路から洗濯水が導かれるノズル水路と、前記水槽の開口部に設けられ前記ノ
ズル水路に導かれた洗濯水を前記回転槽の開口部へ導く反射部と、前記反射部に設けられ
た案内部とを備え、少なくとも２つの異なる傾斜角度を有する複数の前記案内部から前記
回転槽へ洗濯水が導入されるように構成されたドラム式洗濯機。
【請求項２】
前記案内部は、前記反射部の内周縁に設けられた請求項１記載のドラム式洗濯機。
【請求項３】
前記反射部は、噴流方向に対して前記案内部よりも緩やかな傾斜が前記案内部の手前に設
けられた請求項１または２記載のドラム式洗濯機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類等の洗濯をおこなうドラム式洗濯機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、この種のドラム式洗濯機は、水槽内の洗濯水をポンプによって回転槽内へ循環さ
せて洗濯物に噴出するようにしたものがあり、回転槽の前面側から回転槽の中心側に少し
ずつ角度を変えて複数形成されている噴出口より噴出するようにしたものが考えられてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、洗濯槽の回転軸を鉛直方向とした縦型洗濯機において、洗濯槽の開口部に給水口
を複数設けることが考えられている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１２７９７８号公報
【特許文献２】特開２００５－３３４４１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の構成では、噴出口が回転槽の前面側上方に設けられ、下方に
向かって洗濯水を噴出するものであるため、回転槽の奥行き方向に少しずつ角度を変えて
複数の噴出口から噴出するようにしても、回転槽内の様々な位置に存在する洗濯物に対し
て満遍なく洗濯水をかけることができないという問題があった。また、縦型洗濯機では、
洗濯物が水流によって洗濯槽の内周側面に偏った状態で洗濯水中にあり、給水されるすす
ぎ水を洗濯物に満遍なく供給することができないという問題があり、洗浄効率およびすす
ぎ効率が悪いという課題があった。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、回転槽内の洗濯物全体に満遍なく洗濯水
を供給し、洗浄性能およびすすぎ性能に優れたドラム式洗濯機を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明のドラム式洗濯機は、前面側に開口部を設け
て洗濯水を溜める水槽と、前記水槽内に回転可能に配設され前面側に開口部を設けた回転
槽と、前記回転槽を駆動するモータと、前記水槽内の洗濯水を前記回転槽へ循環させる循
環経路と、前記水槽内の洗濯水を前記循環経路に送水するポンプと、前記循環経路から洗
濯水が導かれるノズル水路と、前記水槽の開口部に設けられ前記ノズル水路に導かれた洗
濯水を前記回転槽の開口部へ導く反射部と、前記反射部に設けられた案内部とを備え、少
なくとも２つの異なる傾斜角度を有する複数の前記案内部から前記回転槽へ洗濯水が導入
されるように構成されたものである。
【０００８】
　これによって、ポンプにより水槽内に送水された洗濯水が、回転槽内に噴出される範囲
を拡大することができ、回転槽内で撹拌されている洗濯物に対して洗濯水がかかる機会を
多くすることができ、回転槽内の洗濯物全体に満遍なく洗濯水を供給し続けることができ
るため、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のドラム式洗濯機は、回転槽内の洗濯物に満遍なく洗濯水を供給することができ
、洗浄効率およびすすぎ効率を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１におけるドラム式洗濯機の断面図
【図２】同ドラム式洗濯機の要部断面図
【図３】同ドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図
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【図４】同ドラム式洗濯機の要部断面図
【図５】本発明の実施の形態２におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図
【図６】本発明の実施の形態３におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図
【図７】本発明の実施の形態４におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図
【図８】本発明の実施の形態５におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図
【図９】本発明の実施の形態６におけるドラム式洗濯機の要部断面図
【図１０】本発明の実施の形態７におけるドラム式洗濯機の要部断面図
【図１１】本発明の実施の形態８におけるドラム式洗濯機の要部断面図
【図１２】本発明の実施の形態９におけるドラム式洗濯機の図５のＢ－Ｂ断面図
【図１３】同ドラム式洗濯機の図５のＣ－Ｃ断面図
【図１４】同ドラム式洗濯機の図５のＤ－Ｄ断面図
【図１５】従来のノズルの断面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　第１の発明は、前面側に開口部を設けて洗濯水を溜める水槽と、前記水槽内に回転可能
に配設され前面側に開口部を設けた回転槽と、前記回転槽を駆動するモータと、前記水槽
内の洗濯水を前記回転槽へ循環させる循環経路と、前記水槽内の洗濯水を前記循環経路に
送水するポンプと、前記循環経路から洗濯水が導かれるノズル水路と、前記水槽の開口部
に設けられ前記ノズル水路に導かれた洗濯水を前記回転槽の開口部へ導く反射部と、前記
反射部に設けられた案内部とを備え、少なくとも２つの異なる傾斜角度を有する複数の前
記案内部から前記回転槽へ洗濯水が導入されるように構成されたドラム式洗濯機である。
したがって、洗濯水は、案内部により複数の位置から異なる角度で洗濯物にかけられる。
　第２の発明は、特に、第１の発明において、前記案内部は、前記反射部の内周縁に設け
られたものである。
　これらの構成により、洗濯およびすすぎ時に、ポンプにより水槽内に送水する洗濯水が
、回転槽内に噴出される範囲を拡大することができるようになり、回転槽内で撹拌されて
いる洗濯物に対して洗濯水がかかる機会が多くでき、回転槽内の洗濯物全体に満遍なく洗
濯水を供給し続けることができるため、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させることがで
きる。
【００１２】
　第３の発明は、特に、第１または第２の発明において、前記反射部は、噴流方向に対し
て前記案内部よりも緩やかな傾斜が前記案内部の手前に設けられたことにより、回転槽内
の洗濯物に対して、安定した拡散状態で洗濯水を供給することができる。
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１４】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態におけるドラム式洗濯機の断面図、図２は、同要部
断面図、図３は、同図１のＡ－Ａ矢視図、図４は、同ノズルの断面図である。
【００１５】
　図１～図４において、筐体１内に有底円筒形に形成された水槽２がサスペンション３に
より弾性支持されている。この水槽２内に有底円筒形に形成された回転槽４が回転可能に
配設されている。回転槽４の回転軸心４ａは、回転槽４の円筒形の中心線とほぼ一致して
おり、これは水槽２の円筒形の中心線ともほぼ一致している。水槽２および回転槽４は、
前面側に各々開口部５、６が設けてあり、水槽２の開口部５側を筐体１の正面側にして、
回転槽４の回転軸心４ａを水平方向から前上がりに傾斜（例えば、１０～２０度）させて
支持されている。
【００１６】
　水槽２および回転槽４の開口部５、６に対向して筐体１の前面に開閉自在な扉体７が設
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けてあり、この扉体７を開くことにより、回転槽４に対して洗濯物を出し入れすることが
できる。なお、水槽２の開口部５の周囲には、柔軟な例えばラバー等の弾性体によって成
形されたベローズ８が配設され、扉体７を閉じると、その内面にベローズ８の一端が圧接
し、開口部５と扉体７がシールされる。
【００１７】
　水槽２の開口部５と反対側の端面には、回転槽４を回転駆動するモータ９が取り付けら
れている。モータ９のロータは、槽回転軸１０で回転槽４と連結されており、モータ９の
回転は槽回転軸１０によって回転槽４に伝達される。回転槽４の円筒壁１１には、複数の
突起体１２が回転軸心４ａに向かって突出して設けられており、回転槽４を回転させるこ
とにより、洗濯物を突起体１２で引っ掛けて上方に持ち上げては、ある程度の高さから落
下させるといった動作を行なうことができる。
【００１８】
　回転槽４の円筒壁１１には、小孔１３が全周にわたって多数設けられており、水槽２内
の洗濯水が所定の水位に溜まると、小孔１３から回転槽４内に洗濯水が入ってくるように
構成されている。
【００１９】
　水槽２の上方には、洗剤を収容する洗剤容器１４が設けられている。洗剤容器１４は、
水道の蛇口と接続されている給水弁１５に接続されており、この給水弁１５の開閉によっ
て洗剤容器１４への水道水の供給と停止をおこなう。また、洗剤容器１４の下方には、洗
剤容器１４内に導入された水を洗剤とともに水槽２内に導く給水経路１６が設けられてい
る。
【００２０】
　水槽２の下方には、水槽２内の洗濯水を排出する排出口１７が設けられており、排出口
１７から排出される洗濯水を筐体１の外へと導く排水経路１８が設けられている。排水経
路１８の途中には、排水経路１８を開閉する排水弁１９が設けられている。
【００２１】
　排出口１７には、水槽２から排出された洗濯水を回転槽４を経て、再び水槽２内へ導く
循環経路２０が接続されており、排水経路１８と途中で分岐して設けられている。循環経
路２０は、水槽２の後方下部から前方に向かって水槽２の下方にほぼ水平に配設されてし
いる。循環経路２０の途中には、ポンプ２１が設けられており、ポンプ２１を駆動すると
、水槽２内の洗濯水を排出口１７から循環経路２０内に引き込み、循環経路２０に流入し
た洗濯水を加圧して回転槽４へ送水し、循環経路２０を通して水槽２へ循環させることが
できる。
【００２２】
　水槽２の前部内側には、回転槽４の開口部６側から見て、水槽２に設けた円形の開口部
５の外周側にノズル水路２２が設けられている。このノズル水路２２は、回転槽４に円形
に設けた開口部６の周縁部２３の外側に略円状に設けられている。水槽２に設けた開口部
５と、回転槽４に設けた開口部６と、ノズル水路２２は略同心円状に形成され、ノズル水
路２２の内周縁部２４は、開口部６の周縁部２３より半径方向の外側に位置する。
【００２３】
　ポンプ２１により送水される水槽２内の洗濯水は、循環経路２０を通ってノズル水路２
２に設けられた流入口２５からノズル水路２２内へと導かれ、ノズル水路２２に設けた少
なくとも３個以上（図３の例は７個）の複数のノズル２６（２６ａ～２６ｇ）へと導かれ
る。ノズル２６は、ノズル水路２２から回転槽４の回転軸心４ａ側に向けて洗濯水を噴出
するように設けられている。
【００２４】
　ノズル２６と、開口部６の周縁部２３との間には空間部２７が設けられている。空間部
２７には、ノズル２６から空間部２７に噴出した洗濯水を開口部６に向かって反射させる
反射部２８が設けてあり、空間部２７に噴出した洗濯水を開口部６へと導いて、回転槽４
内へ導入されるように構成している。
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【００２５】
　複数のノズル２６（２６ａ～２６ｇ）は、回転槽４の開口部６の周縁部２３から離れた
位置に形成しており、ノズル２６を回転槽４の開口部６に露出させることなく、回転槽４
内の洗濯物に対して、拡散した洗濯水をかけることが可能となり、回転槽４に洗濯物を投
入するとき、あるいは、取り出し時に開口部６に引っ掛かって傷めることがなく、かつ、
洗濯物の出し入れが容易で、使い勝手をよくすることができる。
【００２６】
　ノズル２６から噴出された噴流を反射部２８に導くための導水壁面等はなく、ノズル２
６からの噴流は、空間部２７に放出された後、反射部２８の衝突面２８ａに衝突し、拡散
しながら回転槽４の開口部６から回転槽４内へと導かれるように構成しているため、ノズ
ル２６を回転槽４の開口部６の周側部から離れた位置に形成しても、ノズル２６からの噴
流は、不要な壁面抵抗を受けることなく回転槽４内へ導くことができ、流速の低下を最低
限に抑え、洗濯水を勢いよく回転槽４内の洗濯物に供給することができる。
【００２７】
　また、ノズル２６は、導水壁面に沿わせるために、扁平形状とする必要がないため、同
一断面積であれば、最も圧力損失の小さい丸穴形状としている。これにより、ノズル２６
から噴出される洗濯水の流量低下を最低限に抑えることができ、十分な量の洗濯水を回転
槽４内の洗濯物に供給することができる。また、反射部２８により棒状の噴流を拡散させ
るため、回転槽４内の洗濯物に対して、広範囲に洗濯水をかけることができ、洗浄性能お
よびすすぎ性能を向上させることができる。
【００２８】
　反射部２８は、回転槽４の前面部に対向して開口部５の周囲に環状に配設してあり、ノ
ズル２６から噴出した洗濯水が衝突する衝突面２８ａを、ノズル２６からの噴流方向に対
して傾斜させて設けている。これにより、ノズル２６からの噴流を衝突面２８ａで多方向
へ飛散させることなく、安定的に着水させ、傾斜面に沿って流しながら拡散させることが
できるため、回転槽４内の洗濯物に対して、安定した拡散状態で洗濯水を供給することが
できる。
【００２９】
　ノズル２６からの噴流方向に対する衝突面２８ａの傾斜角度は、緩やかであるほど、よ
り安定的に噴流を着水させ、拡散させることができる。しかしながら、反射部２８が衝突
面２８ａだけで構成されていた場合、ノズル２６からの噴出方向に対する衝突面２８ａの
傾斜角度が緩やかであれば、噴流を回転槽４の内側奥方向へと導くことができず、回転槽
４内の前方の衣類にしか洗濯水が供給されない。
【００３０】
　そこで、反射部２８には、ノズル２６からの噴流が衝突面２８ａに衝突した後、回転槽
４の内側奥方向へと導くための案内部２８ｂをその内周縁に設けている。ノズル２６から
の噴流方向に対して衝突面２８ａは、案内部２８ｂよりも緩やかに傾斜させている。これ
により、ノズル２６からの噴流を回転槽４内に導くための方向とは関係なく、衝突面２８
ａの傾斜をノズル２６からの噴流方向に対して緩やかに設定することができ、より安定的
に噴流を着水させ、拡散させることができる。その後、回転槽４内に向けた方向へ案内部
２８ｂで導くため、回転槽４内の洗濯物に対して、安定した拡散状態で洗濯水を供給する
ことができる。
【００３１】
　また、反射部２８は、案内部２８ｂで洗濯水を導く長さを、衝突面２８ａで洗濯水を導
く長さより短くしている。ノズル２６から噴出する噴流を衝突面２８ａに安定的に着水さ
せ、拡散させるためには、衝突面２８ａに対して噴流が接触する距離は、噴流の衝突範囲
以上の長さで構成する必要がある。一方、案内部２８ｂは、噴流の方向を変えるだけの機
能であるため、衝突面２８ａよりも短く接触させるだけで十分である。これにより、案内
部２８ｂにおける流速低下を最低限に抑えることができ、回転槽４内の洗濯物に対して洗
濯水をより勢いよく供給することができ、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させることが
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できる。
【００３２】
　ポンプ２１によって送水される洗濯水は、ノズル水路２２に設けた複数のノズル２６ａ
～２６ｇから棒状の噴流となって、回転軸心４ａ側へ噴出する。空間部２７に噴出した洗
濯水は反射部２８の衝突面２８ａに衝突し、回転槽４の開口部６に向かって反射させると
ともに、回転槽４の回転方向に拡散され、かつ、案内部２８ｂにより開口部６の周縁部２
３の近傍から回転槽４内に向かって噴出する。
【００３３】
　ノズル２６は、開口部６の周縁部２３の外側に略円状に設けられたノズル水路２２に複
数設けてあり、洗濯水の噴出方向を全て回転槽４の回転軸心４ａに向けた方向から回転槽
４の開口面側から見て、同一方向へ所定の変位角度（ずらし角度）θ１で変位させている
。ノズル２６ａ～２６ｇの変位角度（ずらし角度）θ１は、同じ角度に設定している。
【００３４】
　これにより、回転槽４内に噴出した洗濯水が通過する範囲を拡大することができ、回転
槽４内の洗濯物に効率よく満遍なく供給し続けることができる。変位角度（ずらし角度）
が大きすぎると、回転軸心４ａ近傍に洗濯水が通過しない部分が生じるため、回転軸心４
ａ近傍に洗濯水が通過しない部分が生じないようにする好適例として、回転軸心４ａに対
して洗濯水の噴出方向イを変位させる変位角度（ずらし角度）θ１は、回転槽４の回転方
向に拡散される洗濯水の広がり角度θ２（例えば、１０～３０度）の半分程度（例えば、
５～１５度）に設定するのが好ましい。
【００３５】
　ノズル２６は、ノズル水路２２の一部を回転槽４の回転軸心４ａ側へ膨らませた膨出部
２９を設け、この膨出部２９の平面部３０に円形のノズル孔３１を設けている。ノズル孔
３１は、ノズル孔３１の長さＬを、ノズル孔３１の直径ｄ以下にしている。平面部３０は
、ノズル孔３１から噴出する洗濯水の噴出方向と直交し、ノズル２６の変位角度（ずらし
角度）θ１で傾斜している。
【００３６】
　膨出部２９内は、ノズル水路２２内を端部２２ａまで流れる洗濯水の主流（点線矢印）
からは隔離されるため、ノズル２６（２６ａ～２６ｇ）は洗濯水の主流からの影響を受け
にくい。このため、ノズル２６（２６ａ～２６ｇ）から噴出する噴流の乱れを抑えること
ができ、噴出される洗濯水の方向を安定させることができる。また、このノズル２６（２
６ａ～２６ｇ）からの噴流を縮流させることができるため、流速を速め、噴出される洗濯
水の勢いを強めることができる。
【００３７】
　これについて、詳しく説明する。図１５に示すように、通常、ノズル１００は、圧力損
失を極力少なくするため、ノズル孔１０１に向かって、ノズル水路１０２の内壁面１０３
を徐々に滑らかに小さくなるように形成する。これにより、噴流がノズル孔１０１から噴
出する直前まで、ノズル水路１０２内の水の流れが内壁面１０３から剥離することを抑え
て乱流を防止し、効率のよいノズル１００を構成している。このようなノズル１００では
、ノズル孔１０１からの噴流の流速は、噴流の流量が同じであればノズル孔１０１の断面
積で決まる。噴流の流速を速めるためには、流量を増加するか、ノズル孔１０１の断面積
を小さくする必要がある。
【００３８】
　しかしながら、ノズル水路２２へ洗濯水を供給する循環経路２０の循環流量を増加させ
ると、水槽２内の水位が下がり、ポンプ２１に空気が混入しやすくなり、所謂エア噛み状
態となり、逆に流量が低下するという問題がある。このため、水槽２内に溜める水量を少
なくして洗濯をおこなう場合は、循環経路２０を循環する流量の増加に限度がある。また
、ノズル孔３１の断面積を小さくすると、洗濯物から発生した糸くず等が詰まる等の信頼
性上の課題が生じ、ノズル孔３１の断面積を小さくすることにも限度がある。
【００３９】
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　そこで、本発明は、図４に示すように、ノズル水路２２に回転槽４の回転軸心４ａ側へ
膨らませた膨出部２９を設け、ノズル孔３１の周囲にノズル孔３１の貫通方向に対して略
垂直な平面部３０を設けている。膨出部２９によって作られるノズル水路２２内の内壁面
２２ｂ近傍の流れは、流体の粘性により内壁面２２ｂに沿って流れようとするが、ノズル
孔３１から噴流として噴出する際、内壁面２２ｂが急に約９０度曲がるため、流れはノズ
ル孔３１の周壁から剥離する。
【００４０】
　このため、図４に示すように、噴流の断面積ロはノズル孔３１の断面積ハよりも小さく
なる、つまり縮流する。これにより、本発明のノズル２６は、流量が同一で、ノズル孔３
１の断面積が同一であっても、通常のものより流速を速めることができ、ノズル２６から
噴出する洗濯水の勢いを強めることができる。
【００４１】
　また、ノズル孔３１は、図４のＥ－Ｅ断面の形状を円形にしている。これにより、噴流
は均一に縮流するため、ノズル孔３１からの噴流の乱れを抑えることができ、洗濯水を設
定された方向へ噴出させて洗濯物にかけることができる。また、ノズル孔３１に角がない
ため、洗濯物から発生した糸くず等がノズル孔３１に引っ掛かりにくく、糸くずによる孔
詰まりを防止することができる。
【００４２】
　また、ノズル孔３１は、ノズル孔３１の長さＬを、ノズル孔３１の直径ｄ以下にしてい
る。ノズル孔３１が噴出方向に長すぎると、一旦ノズル孔３１の周壁から剥離されて縮流
した流れが、徐々に広がって噴出するようになり、流速を速める効果がなくなるため、ノ
ズル孔３１の長さＬは、ノズル孔の直径ｄ以下程度であることが好ましく、ノズル孔３１
からの噴流の流速を確実に速めることができるため、噴出される洗濯水の勢いを確実に強
めることができる。
【００４３】
　また、ノズル水路２２は、流入口２５から２方向に分岐され、端部２２ａに向かって延
長するように構成されている。このため、ノズル水路２２内を流れる水の経路は、２分割
されるので、ノズル水路２２が開口部５を囲むように環状に長く形成されていても、流れ
の経路を短くすることができ、経路の圧力損失を低減させることができる。したがって、
各々のノズル２６ａ～２６ｇに十分な圧力をかけることができ、ノズル２６から噴出され
る噴流の流速を確保することができ、回転槽４内の洗濯物に満遍なく洗濯水をかけること
ができる。なお、ノズル水路２２は、端部２２ａのない環状に形成された構成でも、流入
口２５から２方向に分岐されるので同様である。
【００４４】
　また、流入口２５からノズル水路２２へ洗濯水を流入させる方向を、回転槽４の回転軸
心４ａ方向（矢印ニ）となるように構成している。このため、２方向への洗濯水の流れを
スムーズに分岐することができ、各々のノズル２６ａ～２６ｇに十分な圧力をかけること
ができ、ノズル２６から噴出される噴流の流速を確保することができる。
【００４５】
　筐体１内の後方下部には、モータ９、給水弁１５、排水弁１９、ポンプ２１等を制御し
、洗濯、すすぎ、脱水の各工程の動作を設定されたプログラムに基いて制御する制御手段
３２が設けられている。
【００４６】
　以上のように構成されたドラム式洗濯機について、以下、その動作、作用を説明する。
扉体７を開いて回転槽４内に洗濯物を投入して運転を開始すると、投入された洗濯物の量
を検知した後、給水弁１５が開き、洗濯水が洗剤容器１４内に貯蔵された洗濯洗剤を溶か
して給水経路１６から水槽２内に給水する。
【００４７】
　水槽２内に溜められる洗濯水は水位検知手段（図示せず）によって検知され、洗濯物の
量に応じて設定された水量が溜められると、給水を停止して洗濯を開始する。回転槽４は
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モータ９によって正逆回転駆動され、回転槽４内に収容された洗濯物は、回転槽４の円筒
壁１１に設けられた突起体１２により回転方向に持ち上げられた後落下し、洗濯物は叩き
洗いの作用によって洗濯される。
【００４８】
　洗濯水の水位は、叩き洗いの効果が得られるように洗濯物が洗濯水まで落下する距離が
設定され、回転槽４内の下方まで洗濯水が溜められる。しかしながら、水槽２内の水位が
低い状態では、洗濯物全体に洗濯水が行き渡りにくいため、回転槽４内の洗濯物に洗濯水
を降りかけるべく、ポンプ２１を動作させると、水槽２内の洗濯水は水槽２の底部に設け
た排出口１７から循環経路２０内に引き込まれる。
【００４９】
　循環経路２０から流入口２５を通してノズル水路２２へ送水された洗濯水は、環状に長
く形成された端部２２ａに向かって２方向へ分岐され、等間隔に設けられた複数のノズル
２６（２６ａ～２６ｇ）から回転槽４内に向かって拡散させながら噴出する。洗濯および
すすぎ時は、ポンプ２１を動作させて水槽２内の洗濯水を循環させ、洗濯物に満遍なく洗
濯水をかける。
【００５０】
　複数のノズル２６（２６ａ～２６ｇ）は、洗濯水の噴出方向イを、回転槽４の開口面側
から見て、回転槽４の回転軸心４ａに向けた方向から、同一方向へ所定の変位角度（ずら
し角度）θ１で変位させているため、ポンプ２１により水槽２内に送水する洗濯水が、回
転槽４内に噴出される範囲を拡大することができるようになり、回転槽４内で撹拌されて
移動している洗濯物に対して洗濯水がかかる機会が多くでき、回転槽４内の洗濯物全体に
満遍なく洗濯水を供給し続けることができるため、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させ
ることができる。
【００５１】
　また、複数のノズル２６（２６ａ～２６ｇ）は、洗濯水の噴出方向イを、回転槽４の開
口面側から見て、回転槽４の回転軸心４ａに向けた方向から、同一角度（ずらし角度）θ
１で変位させているため、回転槽４内に噴出される範囲を均等に拡大することができるよ
うになり、回転槽４内で撹拌されて移動している洗濯物に対して洗濯水がかかる機会が多
くでき、回転槽４内の洗濯物全体に満遍なく洗濯水を供給し続けることができる。
【００５２】
　また、複数のノズル２６の少なくとも１個以上のノズル２６ｇは、回転槽４の開口部６
の周縁部２３の上端近傍から回転槽４内に向かって洗濯水を噴出するように構成している
。このため、洗濯物の最上点近傍から洗濯水をかけることができ、上方の洗濯物に供給さ
れた洗濯水が重力により下方へと流れていく過程において、下方の洗濯物にも供給される
ため、効率よく洗濯物全体に満遍なく洗濯水を供給し続けることができる。
【００５３】
　所定の洗濯時間が経過すると、排水弁１９を開いて水槽２内の洗濯水を排水経路１８を
通して排水し、新たにすすぎ用の洗濯水を給水してすすぎ工程を実行する。すすぎ工程に
おける回転槽４の動作は、洗濯工程と同様である。すすぎ工程でもポンプ２１を作動し、
すすぎ水を回転槽４内の洗濯物全体に満遍なく供給することにより、効果的にすすぎをお
こなうことができる。
【００５４】
　所定回数のすすぎ工程が終わると、排水弁１９を開いて水槽２内のすすぎ水を排水し、
回転槽４を高速回転させて洗濯物に含まれているすすぎ水を脱水する、脱水工程を所定時
間実行して運転を終了する。なお、乾燥装置を設け、脱水工程に続いて乾燥工程を実行す
るようにしてもよい。
【００５５】
　以上のように、本発明のドラム式洗濯機は、洗濯水の噴出方向を、回転槽の開口面側か
ら見て、前記回転槽の回転軸心に向けた方向から、同一方向へ変位させたものであり、洗
濯水が回転槽内に噴出される範囲を拡大することができ、回転槽内の洗濯物に満遍なく洗
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濯水を供給することができ、洗浄効率およびすすぎ効率を高めることができる。
【００５６】
　（実施の形態２）
　図５は、本発明の第２の実施の形態におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図であ
る。本実施の形態の特徴は、ノズル２６ａ～２６ｃを回転軸心４ａの真下方向を避けた位
置に設けたものである。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一の構成に同一の符号
を付して、詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００５７】
　回転槽４内の下方には、洗濯水が溜まっているため、この位置に存在する洗濯物には、
洗濯水が供給されやすいため、ノズル２６から噴出される洗濯水を回転槽４の回転軸心４
ａの真下方向からかけても効果が乏しく、これを避けた位置にノズル２６ａ～２６ｃを配
置することにより、効率よく洗濯物全体に満遍なく洗濯水を供給し続けることができ、洗
浄性能およびすすぎ性能を向上させることができる。
【００５８】
　また、本実施の形態では、ノズル２６は３個（２６ａ～２６ｃ）設けてあり、ノズル２
６ａ～２６ｃ間の角度は１８０度未満となるように配設される。ノズル水路２２は、回転
軸心４ａを約２４０度囲むように構成されており、回転軸心４ａを中心とした各々のノズ
ル２６ａ～２６ｃ間の角度が全て１２０度となるように、等間隔に配置されている。
【００５９】
　左下のノズル２６ａは、回転軸心４ａに対して左側でかつ下側に存在する。同様に、右
下のノズル２６ｃは右側でかつ下側に存在し、上のノズル２６ｂは上側に存在し、回転軸
心４ａに対して、上下左右側全ての位置に１個以上のノズルが存在することになる。
【００６０】
　このため、複数のノズル２６ａ～２６ｃから噴出される洗濯水を回転槽４内の洗濯物に
対して、回転方向に拡散させながら、上下左右方向からかけることができるので、回転槽
４の回転によって回転する洗濯物が回転槽４内のどのような位置にきたとしても、洗濯水
がかかる機会を多くすることができ、洗濯物全体に満遍なく洗濯水を供給し続けることが
できる。
【００６１】
　また、本実施の形態では、洗濯水がノズル水路２２へ流入する流入口２５をノズル水路
２２の上端近傍を避けて設けている。ポンプ２１を駆動して洗濯水が流入口２５からノズ
ル水路２２内へ供給されると、ノズル水路２２内に最初に貯まっていた空気が、ノズル２
６ａ～２６ｃから押し出されてノズル水路２２内に洗濯水が満たされる。空気はノズル水
路２２の上端近傍に貯まりやすいため、そこから洗濯水を供給すると、供給される洗濯水
によって貯まっている空気が攪拌され、ノズル水路２２が長い場合は、ノズル水路２２内
に拡散されやすい。
【００６２】
　このため、ノズル２６からは、水と空気が混ざった状態の噴流が噴出される状態がしば
らく続き、噴流が乱れることに加えて、噴出時の騒音が大きくなる。これを回避する位置
、すなわち、ノズル水路２２の上端近傍を避けた位置に流入口２５を設けることにより、
空気が攪拌されることを防止し、水と空気が混ざった状態の噴流が噴出されることを抑止
することにより、噴流の乱れを抑えるとともに、洗濯水の噴出時の騒音も抑えることがで
きる。
【００６３】
　（実施の形態３）
　図６は、本発明の第３の実施の形態におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図であ
る。本実施の形態の特徴は、ノズル２６ａ～２６ｆを回転軸心４ａの真下方向を避けた位
置に向けて洗濯水を噴出するように設けたものである。他の構成は実施の形態１と同じで
あり、同一の構成に同一の符号を付して、詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００６４】



(10) JP 5945737 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

　回転槽４内の下方には、洗濯水が溜まっているため、この位置に存在する洗濯物には、
洗濯水が供給されやすいため、洗濯水の噴出方向イを、回転軸心４ａの真下方向を避けた
位置に向けて洗濯水を噴出することにより、効率よく洗濯物全体に満遍なく洗濯水を供給
し続けることができ、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させることができる。
【００６５】
　（実施の形態４）
　図７は、本発明の第４の実施の形態におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図であ
る。本実施の形態の特徴は、ノズル水路２２に設けた複数のノズル２６ａ～２６ｇ間の角
度θ３が同じになるようにしたものである。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一
の構成に同一の符号を付して、詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００６６】
　ノズル水路２２は、回転軸心４ａを１周近く囲うように略環状に構成され、回転軸心４
ａを中心とした各々のノズル２６ａ～２６ｇ間の角度θ３が全て略同一角度となるように
、３６０／７度に配置されている。このように、ノズル２６の数が増加するほどノズル水
路２２を長く形成することが好ましく、ノズル２６ａ～２６ｇ間の角度θ３を同じにする
ことにより、ノズル２６ａ～２６ｇから噴出する洗濯水を回転槽４内に偏りなく噴出する
ことができ、洗濯物に洗濯水がかかる機会を多くして、洗濯物全体により満遍なく洗濯水
を供給し続けることができる。
【００６７】
　なお、本実施の形態では、洗濯水が回転軸心４ａへ向けた方向へ噴出するようにしてあ
り、洗濯物にかけられた洗濯水は回転槽４の中心方向へと流れ、回転槽４の円筒壁１１の
小孔１３を通って回転槽４の外側へ流れにくくしている。
【００６８】
　（実施の形態５）
　図８は、本発明の第５の実施の形態におけるドラム式洗濯機の図１のＡ－Ａ矢視図であ
る。本実施の形態の特徴は、ノズル２６ａ～２６ｇから噴出する洗濯水の噴出方向を、回
転槽４の開口面側から見て、洗濯水の噴出方向と回転槽４の回転軸心４ａへ向けた方向と
の間にできる角度のうち、少なくとも１個以上の角度を他の角度と異なるように構成した
ものである。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一の構成に同一の符号を付して、
詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００６９】
　図８に示すように、回転槽４の開口面側から見て、洗濯水の噴出方向イと、回転槽４の
回転軸心４ａへ向けた方向との間にできる角度を異ならせている。例えば、下方の左に存
在するノズル２６ｃの角度θ４と、下方の右に存在するノズル２６ｄの角度θ５が異なっ
ており、ノズル２６ｄの角度θ５は、ノズル２６ｃの角度θ４より大きくしている。
【００７０】
　洗濯時に、例えば洗濯物の量が多く、回転槽４内一杯に洗濯物が存在するような場合、
回転槽４を回転させても、洗濯物は回転槽４内でほとんど位置が変わらず、回転槽４と一
緒に回転するような状態となりうる場合でも、各々のノズル２６ａ～２６ｇから噴出され
る洗濯水がかかる方向が、回転槽４の回転にしたがって変化するので、効率よく洗濯物全
体に満遍なく洗濯水を供給し続けることができる。
【００７１】
　（実施の形態６）
　図９は、本発明の第６の実施の形態におけるドラム式洗濯機のノズルの断面図である。
本実施の形態の特徴は、ノズル孔３１の直径を、洗濯水の流入側より流出側が大きくなる
ようなテーパ状に形成したものである。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一の構
成に同一の符号を付して、詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００７２】
　ノズル２６に設けたノズル孔３１は、流出側の直径をｄ１、流入側の直径をｄ２とし、
ｄ１＞ｄ２とすることで、洗濯水の流出側が大きくなるようなテーパ状に形成している。
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この構成によれば、ノズル水路２２内の内壁面２２ｂ近傍の流れは、流体の粘性により内
壁面２２ｂに沿って流れようとするが、ノズル孔３１から噴流として噴出する際、内壁面
２２ｂが急に約９０度を超えて大きく曲げられるため、流れはノズル孔３１の周壁からよ
り確実に剥離し、縮流する。このため、ノズル２６からの噴流を確実に縮流させて、流速
を速めることができるため、噴出される洗濯水の勢いを強めることができ、洗浄性能およ
びすすぎ性能を向上させることができる。
【００７３】
　（実施の形態７）
　図１０は、本発明の第７の実施の形態におけるドラム式洗濯機のノズルの断面図である
。本実施の形態の特徴は、ノズル孔３１を設けた平面部３０を流入側へ膨らませたもので
ある。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一の構成に同一の符号を付して、詳細な
説明は実施の形態１のものを援用する。
【００７４】
　ノズル孔３１を設けた平面部３０をノズル孔３１の流入側に向かって登り傾斜とし、ノ
ズル孔３１の部分でＨの高さに流入側へ膨らませている。平面部３０の膨らみ部分は傾斜
面または円弧面のいずれでもよい。この構成によれば、ノズル水路２２内の内壁面２２ｂ
近傍の流れは、流体の粘性により内壁面２２ｂに沿って流れようとするが、ノズル孔３１
から噴流として噴出する際、内壁面２２ｂが急に約９０度を超えて大きく曲げられるため
、流れはノズル孔３１の周壁からより確実に剥離し、縮流する。このため、ノズル２６か
らの噴流を確実に縮流させて、流速を速めることができるため、噴出される洗濯水の勢い
を強めることができ、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させることができる。
【００７５】
　（実施の形態８）
　図１１は、本発明の第８の実施の形態におけるドラム式洗濯機のノズルの断面図である
。本実施の形態の特徴は、ノズル２６の平面部３０に設けたノズル孔３１の流入側に筒状
のリブ２２ｃを突設したものである。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一の構成
に同一の符号を付して、詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００７６】
　上記の構成によれば、ノズル水路２２内の内壁面２２ｂ近傍の流れは、流体の粘性によ
り内壁面２２ｂに沿って流れようとするが、ノズル孔３１から噴流として噴出する際、内
壁面２２ｂがノズル孔３１から流入側へ突出するように設けた筒状のリブ２２ｃによって
急に約１８０度曲げられるため、流れはノズル孔３１の周壁から大きく剥離し、縮流作用
を大きくすることができる。このため、ノズル２６からの噴流の縮流作用を大きくするこ
とができ、流速を速めることができるため、噴出される洗濯水の勢いを強めることができ
、洗浄性能およびすすぎ性能を向上させることができる。
【００７７】
　（実施の形態９）
　図１２～図１４は、本発明の第９の実施の形態におけるドラム式洗濯機のノズルの断面
図であり、図１２は図５のＢ－Ｂ断面図、図１３は図５のＣ－Ｃ断面図、図１４は図５の
Ｄ－Ｄ断面図である。本実施の形態の特徴は、複数のノズル２６ａ～２６ｃから噴出した
洗濯水を回転槽４内へ導入するように構成した反射部２８に案内部２８ｂを設け、この案
内部２８ｂは、ノズル２６ａ～２６ｃと対向する部分の傾斜角度を少なくとも２つの異な
る角度に設定したものである。他の構成は実施の形態１と同じであり、同一の構成に同一
の符号を付して、詳細な説明は実施の形態１のものを援用する。
【００７８】
　複数のノズル２６ａ～２６ｃから噴出した洗濯水が衝突する衝突面２８ａは、同じ傾斜
角度で形成されているが、衝突面２８ａに衝突した洗濯水を開口部６へ導く案内部２８ｂ
は、ノズル２６ａ～２６ｃで異なる傾斜角度で形成されている。
【００７９】
　図１２に示すように、ノズル２６ａから噴出した洗濯水は、反射部２８の衝突面２８ａ
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開口部６へ導く案内部２８ｂは、衝突面２８ａを流れる洗濯水の噴流方向に対して開口部
６側へ大きく傾斜し、洗濯水の噴流方向はＳ１となる。また、図１３に示すように、ノズ
ル２６ｂの案内部２８ｂは、ノズル２６ａの案内部２８ｂより傾斜が小さく、洗濯水の噴
流方向はＳ２となる。さらに、図１４に示すように、ノズル２６ｃの案内部２８ｂの傾斜
が最も緩やかに形成されており、洗濯水の噴流方向はＳ３となる。
【００８０】
　上記の構成によれば、ノズル２６ａから噴出される洗濯水は回転槽４の内側前方へ供給
されるのに対し、ノズル２６ｂ、２６ｃから噴出される洗濯水は、回転槽４の内側奥深く
へ異なる角度で供給されることになる。このように、複数のノズル２６ａ～２６ｃからの
噴流を同一傾斜角度で形成された衝突面２８ａで同じように、安定的に洗濯水を拡散させ
ながらも、洗濯物にかける方向を案内部２８ｂで変えることができる。例えば、洗濯物の
量が多く、回転槽４内一杯に洗濯物が存在するような場合、回転槽４を回転させても、洗
濯物は回転槽４内でほとんど動かず、回転槽４と一緒に回転するような状態となりうる。
このような場合でも、洗濯物から見て複数のノズル２６ａ～２６ｃから噴出される洗濯水
がかかる方向が、回転槽４の回転にしたがって変化するので、効率よく洗濯物全体に満遍
なく洗濯水を供給することができる。
【００８１】
　なお、本発明の実施の形態に記載した構成は、他の実施の形態と組み合わせて実施する
ことができる。また、他の実施の形態の一部と組み合わせることができる。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　以上のように、本発明にかかるドラム式洗濯機は、回転槽内の洗濯物に満遍なく洗濯水
を供給することができ、洗浄効率およびすすぎ効率を高めることができるので、ドラム式
洗濯機として有用である。
【符号の説明】
【００８３】
　２　水槽
　４　回転槽
　４ａ　回転軸心
　５　開口部（水槽）
　６　開口部（回転槽）
　２０　循環経路
　２１　ポンプ
　２２　ノズル水路
　２３　周縁部
　２６　ノズル
　２７　空間部
　２８　反射部
　２８ａ　衝突面
　２８ｂ　案内部
　２９　膨出部
　３０　平面部
　３１　ノズル孔
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